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Oracleサポートへのアクセス
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このマニュアルでは次の表記規則を使用します。
規則 | 意味 |
---|---|
太字 | 太字は、操作に関連するGraphical User Interface要素、または本文中で定義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。 |
斜体 | イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダー変数を示します。 |
固定幅フォント | 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。 |
この章では、このリリースのWebLogic ServerのOracle WebLogic Tuxedo Connectorの概念と機能について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
このドキュメントでは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorアプリケーション開発環境を紹介します。Oracle WebLogic ServerとOracle Tuxedoの間で相互運用するためにOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成および管理する方法について説明します。
このドキュメントの構成は次のとおりです。
OracleのWebサイトでは、WebLogic ServerおよびTuxedoに関するすべてのドキュメントを提供しています。
JavaおよびJava CORBAアプリケーションの詳細は、次のサイトを参照してください。
http://www.omg.org/
) http://www.oracle.com/technetwork/java/index.html
)。 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用すると、WebLogic ServerアプリケーションとTuxedoサービスの相互運用が実現されます。コネクタでは、WebLogic ServerクライアントがTuxedoサービスを呼び出し、Tuxedoクライアントがサービス・リクエストに応じてWebLogic Server Enterprise JavaBeans (EJB)を呼び出すことができます。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Tuxedo ATMIとほぼ同じJava Application-to-Transaction Monitor Interface (JATMI)を使用することで、WebLogic ServerとTuxedoを相互運用するアプリケーションの開発とサポートを可能にします。Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorのtBridge機能には、高度なTuxedo /QおよびJMSメッセージ・サービスが用意されています。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorによって、以下のような双方向の相互運用性が実現します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの主要な管理機能を次に示します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorには以下の制限があります。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、Joltの代替機能ではありません。それは、次の点でJoltと異なっています:
汎用的なJavaクライアントまたは他のWebサーバー・アプリケーションが必要で、WebLogic Serverがソリューションの一部ではない場合は、ソリューションとしてOracle WebLogic Tuxedo ConnectorではなくJoltを使用してください。
詳しいプラットフォーム・サポートの最新情報については、Oracle Fusion Middlewareのサポートされるシステム構成のページ(http://www.oracle.com/technology/software/products/ias/files/fusion_certification.html
)を参照してください。
このリリースで導入されたWebLogic Serverの新機能の一覧については、『Oracle WebLogic Serverの新機能』を参照してください。
この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
この節では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用する前に、Oracle TuxedoおよびOracle WebLogic Server環境に行う必要のある変更の概要を示します。
Tuxedoユーザーは、次のような環境の変更を行う必要があります。
/T DOMAINS
を使用している場合、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorインスタンス化への接続ごとに、ドメイン構成ファイルへ新しいドメインを追加する必要があります。 TUXCONFIG
にドメイン・サーバーを追加する必要があります。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorインスタンス化に対応するTuxedo /T Domainエントリを使用して、新しいDMCONFIG
を作成する必要があります。 DMCONFIG
ファイルのDM_LOCAL_DOMAINS
セクションには、MTYPE
を常に設定しないか、NULLに設定するか、またはMTYPE
とは異なる値を設定する必要があります。 Oracle Tuxedoドメインの詳細は、Tuxedo Domainsコンポーネントの使用に関する項を参照してください。
以下の節では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを使用するために必要なWebLogic Serverの変更について説明します。
WebLogic Serverユーザーは、次のような環境の変更を行う必要があります。
「Local」
に設定されている場合、ローカル・サービスへのアクセスは、CredentialPolicy
には依存しません。Tuxedoリモート・ドメインのDOMAINID
は、ローカルなWebLogic Serverユーザーとして認証される必要があります。詳細は、「ユーザー認証」を参照してください。 ゲートウェイからサービスをディスパッチするときに利用可能なクライアント・スレッド数によって、同時に実行しているサービス数が制限される場合があります。このリリースのOracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、利用可能なスレッドの数を増やすためのOracle WebLogic Tuxedo Connector属性はありません。サービスEJBを呼び出すときは、適切なスレッド・モデルを使用します。場合によっては、利用可能なWebLogic Serverスレッドの数を大きな値に増やす必要があります。
注意: WTCサーバーでは、3つのスレッドに加えて、定義されているローカル・アクセス・ポイントごとに1つのスレッドが使用されます。 |
この節では、WebLogic ServerアプリケーションとTuxedoアプリケーションの相互運用を可能にするためにOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成する方法について説明します。
注意: WTCサービスをいつ割り当てるかは非常に重要です。ランタイムMBeanのサポートが存在するため、デプロイエント後に構成を変更できます。tBridgeの例外があります。tBridgeグローバルおよびtBridgeリダイレクトの変更は、WTCをアンデプロイしてから再デプロイするまで有効になりません。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、MBeanを使用して、WebLogic ServerとTuxedoとの間のサービス・リクエストを処理するための接続情報とセキュリティ・プロトコルを記述します。これらの構成パラメータは、Tuxedoドメイン間の通信に必要な相互運用属性に似ています。構成パラメータは、WebLogic Serverのconfig.xml
ファイルに格納されます。表2-1に、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成に使用されるMBeanのタイプを示します。
表2-1 Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成に使用されるMBeanのタイプ
MBeanのタイプ | 説明 |
---|---|
WebLogic ServerとTuxedoとの間の接続に必要な相互運用属性を持つ親MBean。管理コンソールを使用して構成する場合に、WTCサービスを定義します。 | |
使用可能なリモートTuxedoドメインをWTCサービスに接続するための構成情報を提供します。最低1つのローカルTuxedoアクセス・ポイントを構成する必要があります。管理コンソールを使用して構成する場合に、ローカルTuxedoアクセス・ポイントを定義します。 注意:動的な構成のため、空のWTCサービスを作成してデプロイできます。 | |
使用可能なTuxedoリモート・ドメインにWTCサービスを接続するための構成情報を提供します。複数のリモート・ドメインを構成してもよい。管理コンソールを使用して構成する場合に、Tuxedoリモート・アクセス・ポイントを定義します。 | |
ローカルTuxedoアクセス・ポイントによってエクスポートされるサービス情報を提供します。管理コンソールを使用して構成する場合に、エクスポートされるサービスを定義します。 | |
インポートされたサービスおよびリモート・ドメインで使用可能なサービスに関する情報を提供します。管理コンソールを使用して構成する場合に、インポートされるサービスを定義します。 | |
ドメインのグローバル・フィールド表クラス、ビュー表クラスおよびアプリケーション・パスワードを指定します。管理コンソールを使用して構成する場合に、リソースを定義します。 MBSTRINGのサポートは、 | |
相互ドメイン認証に構成情報を指定します。管理コンソールを使用して構成する場合に、パスワードを定義します。 | |
WebLogic ServerとTuxedoの間のメッセージ転送に関するグローバル構成情報を指定します。管理コンソールを使用して構成する場合に、Tuxedoキュー・ブリッジを定義します。 | |
WebLogic ServerとTuxedoの間のメッセージのソース、ターゲット、方向および転送を指定します。管理コンソールを使用して構成する場合に、Tuxedoキュー・ブリッジ・リダイレクトを定義します。 |
Oracle WebLogic Server管理とconfig.xml
ファイルの詳細は、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスを参照してください。
管理コンソールにより、Oracle WebLogic Tuxedo Connector接続の構成、管理、モニターを行うことができます。これらのタスクに使用するタブを表示するには、次の操作を行います。
表2-2では、接続タスクを一般的な実行順序で示します。この順序は変更してもかまいません。ただし、オブジェクトは関連付けおよび割当ての前に構成する必要があります。
表2-2 Oracle WebLogic Tuxedo Connector構成タスク
タスク番号 | タスク | 説明 |
---|---|---|
1 | 右ペインの「全般」タブで、「名前」および「デプロイ順序」の属性を設定します。 | |
2 | 「全般」、「接続」、「セキュリティ」の各タブで、ローカルTuxedoアクセス・ポイントを記述する属性を設定します。最低1つのローカルTuxedoアクセス・ポイントを構成する必要があります。 注意:動的な構成のため、空のWTCサービスを作成してデプロイできます。 | |
3 | 「リモートAP」タブで、リモートTuxedoドメインを記述する属性を設定します。 | |
4 | 「エクスポート済み」タブで、エクスポートされたWebLogic Serverサービスを記述する属性を設定します。 | |
5 | 「インポート済み」タブで、インポートされたTuxedoサービスを記述する属性を設定します。 | |
6 | 「パスワード」タブで、パスワードを記述する属性を設定します。 | |
7 | 「リソース」タブで、WebLogic Tuxedo Connectorのリソースを記述する属性を設定します。 | |
8 | WebLogic ServerとTuxedoの間のメッセージ転送に関するグローバル構成情報を設定します。 | |
9 | WebLogic ServerとTuxedoの間のメッセージのソース、ターゲット、方向、および転送の指定に使われる属性を設定します。 | |
10 | WTCサービスの対象サーバーを選択します。 |
コマンド・ライン・インタフェースは、Oracle WebLogic Tuxedo Connector接続を作成し管理する方法を提供します。コマンド・ライン・インタフェースの使用方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Scripting Tool』を参照してください。
WL_HOME\samples\domains\examples
にあるsetExamplesEnv
スクリプトを実行して、WebLogic Serverアプリケーションの環境を設定する必要があります。
setExamplesEnv.cmd
を実行します。 setExamplesEnv.sh
を実行します。 環境を初めて設定する場合は、スクリプトの設定をチェックする必要があります。必要に応じて、次の手順に従ってアプリケーション環境の設定を修正します。
WL_HOME\samples\domains\examples
にあるsetExamplesEnv
スクリプトをアプリケーション・ディレクトリにコピーします。 vi
などのテキスト・エディタを使用して、setExamplesEnv
スクリプトを編集します。 setExamplesEnv.cmd
を編集します。 setExamplesEnv.sh
を編集します。 PasswordKey
およびencoding
はWebLogic Serverのプロパティです。これらのプロパティの設定が必要であれば、サーバー起動スクリプトの中のJAVA_OPTIONS
変数を更新します。次に例を示します。
PasswordKey
を使って、weblogic.wtc.gwt.genpasswd
ユーティリティがパスワードの暗号化に使用するキーを指定します。
ここで、mykey
はキー値です。
PasswordKey
の詳細は、「パスワード構成の構成」を参照してください。
WebLogic ServerアプリケーションとTuxedoアプリケーションの間で非ASCII (マルチバイト)文字列を転送する場合、文字セットを変換できるようOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成する必要があります。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、Oracle WebLogic Serverのプロパティを使用して、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorサービスで指定したすべてのTuxedoリモート・ドメインで使用されるエンコーディングを一致させます。複数のコーディング・セットを同時に実行する必要がある場合、WebLogic ServerインスタンスごとにOracle WebLogic Tuxedo Connectorサービスを実行する必要があります。
文字セット変換を有効にするには、サーバー起動スクリプトにあるJAVA_OPTIONS変数を更新します。次に例を示します。
ここで、codesetname
は、リモートTuxedoドメインでサポートされており、使用されるコード・セットの名前です。サポートされている基本コーディング・セットおよび拡張コーディング・セットについては、『Supported Encodings』(http://download.oracle.com/javase/1.3/docs/guide/intl/encoding.doc.html
)を参照してください。
リモート・ドメインで使用されるエンコーディングと一致する正確なエンコーディング名を選択することができない場合があります。このような場合、リモート・ドメインと同等のエンコーディング名を選択する必要があります。
例:
EUC_JP
があります。 eucJP
がサポートされています。 名前は完全には一致していませんが、EUC_JP
とeucJP
はエンコーディング・セットとして等価なので、WebLogic Serverとリモート・ドメイン間で文字列変換が正しく行われます。したがって、この場合はEUC_JP
のエンコーディング・プロパティを次のように設定します。
ユーザー・データのダンプを有効化するには、java.weblogic.Server
コマンドに次の行を追加します。
ダンプを有効化すると、接続の確立後にユーザー・データがダンプされます。他のデバッグ・プロパティが有効化されていない場合、通常のWTCエラー・メッセージと情報メッセージ以外では、このデータが唯一のダンプされるWTC情報になります。ダンプはWLSのサーバー・ログ・ファイルで使用できます。
ダンプのフォーマットは次のとおりです。
たとえば、WLSクライアントがSTRING
型のバッファのデータ「strings」を送信すると、Tuxedo TOUPPER
サービスが「STRINGS」に変換します。WLSサーバー・ログは、次のダンプを示します。
ソケット・ダイレクト・プロトコル(SDP)を使用するには、システム・プロパティ-Djava.net.preferIPv4Stack=true
をサーバー起動スクリプトのJAVA_OPTIONS
変数に設定します。
SDPを使用してTuxedoと相互運用するようにWTCを構成する方法の詳細は、『Oracle Tuxedo/Oracle Exalogic環境デプロイメント・ガイド』を参照してください。
TraceLevel
が非推奨になったため、システム・デバッグを使用してください。デフォルトではすべてのデバッグ・トレースは無効になっています。デバッグ・トレースを有効にするには、以下の設定を使用します。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成を行う際には、以下のガイドラインに従ってください。
KeepAlive
、KeepAliveWait
、RetryInterval
などの一部の構成の変更は、変更をアクティブ化すると有効になります。ターゲット・サーバーの選択の詳細は、Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプの「サーバーへのWTCサービスの割当て」を参照してください。 この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成して接続を確立する方法、およびWebLogic ServerアプリケーションとTuxedo環境の間にセキュリティを提供する方法について説明します。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、Tuxedoアクセス・ポイント間の通信に必要な相互運用属性に類似した属性を使用します。
この章の内容は以下のとおりです。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorを含むOracle WebLogic Server管理の詳細は、Oracle WebLogic Server MBeanリファレンスを参照してください。
アクセス・ポイントがリモート・アクセス・ポイントとの接続を確立する条件を指定できるオプションがいくつかあります。これらの条件は、WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイントおよびリモートTuxedoアクセス・ポイントの構成で「接続」タブのConnectionPolicy
属性を使用して指定します。次の接続ポリシーのいずれかを選択できます。
On Startup
およびIncoming Only
の接続ポリシーでは、動的ステータスが呼び出されます。動的ステータスは、各リモート・アクセス・ポイントに関連してインポートされたサービスのステータスをチェックして、レポートします。
WTCローカル・アクセス・ポイントには、ON_DEMAND
、INCOMING_ONLY
、およびON_STARTUP
の3種類の接続ポリシーがあります。デフォルトはON_DEMAND
です。
WTCリモート・アクセス・ポイントには、ON_DEMAND
、INCOMING_ONLY
、ON_STARTUP
、およびLOCAL
の4種類の接続ポリシーがあります。デフォルトはLOCAL
です。リモート・アクセス・ポイントの接続ポリシー設定にLOCAL
を指定すると、ローカル・アクセス・ポイントの接続ポリシーが使用されます。リモート・アクセス・ポイントの接続ポリシーは、ローカル・アクセス・ポイントの接続ポリシーよりも優先されます。
ローカル・アクセス・ポイントの接続ポリシーは、リモート・アクセス・ポイントの接続ポリシーのバックアップとして機能します。WTCの起動時に、WTCはすべてのリモート・アクセス・ポイント定義を処理し、次の表に示されているように実際の接続ポリシーを決定します。
表3-1 アクセス・ポイントの接続ポリシー設定
ローカル・アクセス・ポイント設定 | リモート・アクセス・ポイント設定 | 実際の接続ポリシー |
---|---|---|
ON_DEMAND | ON_DEMAND | ON_DEMAND |
ON_DEMAND | ON_STARTUP | ON_STARTUP |
ON_DEMAND | INCOMING_ONLY | INCOMING_ONLY |
ON_DEMAND | LOCAL | ON_DEMAND |
ON_STARTUP | ON_DEMAND | ON_DEMAND |
ON_STARTUP | ON_STARTUP | ON_STARTUP |
ON_STARTUP | INCOMING_ONLY | INCOMING_ONLY |
ON_STARTUP | LOCAL | ON_STARTUP |
INCOMING_ONLY | ON_DEMAND | ON_DEMAND |
INCOMING_ONLY | ON_STARTUP | ON_STARTUP |
INCOMING_ONLY | INCOMING_ONLY | INCOMING_ONLY |
INCOMING_ONLY | LOCAL | INCOMING_ONLY |
次の表に、ローカル・アクセス・ポイントの接続ポリシー、リモート・アクセス・ポイントの接続ポリシー、およびリモート・ドメインにおけるこれらのパラメータの設定の明確な相互関係を示します。
表3-2 ローカルおよびリモート・アクセス・ポイントの接続ポリシーの相互関係
ローカル・システムの有効な接続ポリシー | リモート・システムの有効な接続ポリシー | リモート・ドメインにおけるパラメータの設定 |
---|---|---|
ON_DEMAND | ON_DEMAND | ON_DEMAND (いずれか一方に基づく) |
ON_DEMAND | ON_STARTUP | ON_STARTUP (両方とも動作している場合) |
ON_DEMAND | INCOMING_ONLY | ON_DEMAND (ローカルに基づく) |
ON_STARTUP | ON_DEMAND | ON_STARTUP (両方とも動作している場合) |
ON_STARTUP | ON_STARTUP | ON_STARTUP (両方とも動作している場合) |
ON_STARTUP | INCOMING_ONLY | ON_STARTUP (両方とも動作している場合) |
INCOMING_ONLY | ON_DEMAND | ON_DEMAND (リモートに基づく) |
INCOMING_ONLY | ON_STARTUP | ON_STARTUP (両方とも動作している場合) |
INCOMING_ONLY | INCOMING_ONLY | 手動接続(両方とも動作している場合のみ) |
On Startup
のポリシーは、ゲートウェイ・サーバーの初期化時に、アクセス・ポイントがリモート・アクセス・ポイントを使用して接続を確立することを示します。この接続ポリシーは、RetryInterval
パラメータとMaxRetries
パラメータで指定された一定の間隔で、エラーとなった接続を再試行します。起動時に接続を要求するには、ローカルTuxedoアクセス・ポイントの「接続」タブでConnectionPolicy
属性をOn Startup
に設定します。
自動接続の試行の頻度は、接続を再試行する前にアクセス・ポイントが待機する間隔(秒)を指定することによって制御できます。最小値は0、デフォルト値は60、そして最大値は2147483647です。
MaxRetries
パラメータに値を割り当てることによって、アクセス・ポイントが終了するまでにリモート・アクセス・ポイントへの接続を試行する回数を指定します。最小値は0
、デフォルトおよび最大値は2147483647
です。
MaxRetries
を0に設定すると、自動接続の再試行処理はオフになります。サーバーは、リモート・アクセス・ポイントに自動接続しません。 MaxRetries
に数値を設定すると、アクセス・ポイントは指定された回数だけ接続を再試行してから終了します。 MaxRetries
を2147483647に設定すると、再試行処理は無期限でまたは接続が確立するまで繰り返されます。 この設定は、ConnectionPolicy
がOn Startup
に設定されているときだけ使用してください。他の接続ポリシーの場合、再試行処理は無効になります。
表3-3 MaxRetriesパラメータおよびRetryIntervalパラメータの設定例
設定 | 処理 |
---|---|
ConnectionPolicy: On Startup RetryInterval: 30 MaxRetries: 3 | アクセス・ポイントは、接続の確立を30秒間隔で3回試行してから終了します。 |
ConnectionPolicy: On Startup MaxRetries: 0 | アクセス・ポイントは初期化時に接続の確立を試行するが、最初の試行がエラーとなった場合は再試行しません。 |
ConnectionPolicy: On Startup RetryInterval: 30 | アクセス・ポイントは、接続が確立されるまで、30秒おきに接続の確立を試行します。 |
On Demand
の接続ポリシーは、リモート・サービスに対するクライアント・リクエスト、または管理接続開始コマンドのいずれかによって要求されたときのみに、接続が試行されることを示します。
注意: ローカル・アクセス・ポイントのConnectionPolicy を指定しない場合、Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorはOn Demand のConnectionPolicy を使用します。 |
Incoming Only
の接続ポリシーは、アクセス・ポイントが起動時にリモート・アクセス・ポイントへの接続を確立しないことを示します。アクセス・ポイントは、リモート・アクセス・ポイントからの接続リクエストの受信時に使用できます。
LOCAL
の接続ポリシーは、リモート・ドメインの接続ポリシーが明示的にローカル・ドメインのConnectionPolicy
属性値にデフォルト設定されることを示します。リモート・アクセス・ポイントのConnectionPolicy
が定義されていない場合、システムは関連するローカル・アクセス・ポイントで指定されている設定を使用します。
注意: LOCAL のConnectionPolicy は、ローカル・アクセス・ポイントでは無効です。 |
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorが提供するフェイルオーバーは、プライマリ・リモート・アクセス・ポイントでエラーが発生したとき、代替リモート・アクセス・ポイントにリクエストを転送するメカニズムです。このフェイルオーバーは、アクセス・ポイントが復元されると、プライマリ・リモート・アクセス・ポイントにフェイルバックします。このレベルのフェイルオーバーおよびフェイルバックは、接続ステータスに依存します。フェイルオーバーとフェイルバックを有効にするには、アクセス・ポイントがOn Startup
またはIncoming Only
の接続ポリシーで構成されている必要があります。
注意: Tuxedo T/ Domainでは、バックアップ・リモート・アクセス・ポイントは2つに制限されています。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorには、サービスに構成できるバックアップ・アクセス・ポイントの数に制限はありません。 |
フェイルオーバーまたはフェイルバックを使用するには、Connection Policy
パラメータの値にON_STARTUP
またはINCOMING_ONLY
を指定する必要があります。
On Demand
の接続ポリシーは、リモート・アクセス・ポイントが常に使用可能であることを想定して動作するため、フェイルバックには適しません。接続ポリシーとしてON_STARTUP
またはINCOMING_ONLY
を指定しないと、サーバーはTuxedoのRDOM
パラメータを使用して指定した代替リモート・アクセス・ポイントにフェイルオーバーできません。
注意: リモート・アクセス・ポイントはそれに対するネットワーク接続があれば「使用可能」であり、それに対するネットワーク接続がなければ「使用不可能」です。
|
フェイルオーバーをサポートするには、特定のサービスを実行する責任を持つリモート・アクセス・ポイントを指定する必要があります。WTCサービスで、以下の項目を指定する必要があります。
TOUPPERというサービスが、TDOM1
とTDOM3
という2つのリモート・アクセス・ポイントから使用可能であるとします。使用するWTCサービスには2つのリモートTuxedoアクセス・ポイント構成と2つのインポートされたサービス構成が含まれています。config.xml
ファイルに定義されているWTCサービスの内容は次のとおりです。
リンク・レベルのフェイルオーバーをサポートするには、WTCRemoteTuxDomMBean
およびWTCLocalTuxDomMBean
定義で、カンマで区切られた構文<nw-addr>
XMLタグで正しいフェイルオーバー・シーケンス情報を指定する必要があります。ネットワーク・アドレスの順序によって、フェイルオーバーの優先順位が決まります。
注意: XMLタグの値は、正しい構文であるかどうかチェックされます。構文が正しくない場合、InvalidAttributeException が送出されます。 |
リンク・レベルのフェイルオーバーのセマンティックは、レイト・バインディングです。つまり、MBean作成時に、有無や可用性はチェックされません。これは、WTC構成の作成後、かつTDomainセッション接続の作成前に、ユーザーがDNSをマシンに追加できるようにするためです。
config.xml
での正しい構文は、次のように<nw-addr>
XMLタグのカンマで区切られた構文を使用します。
次の例では、WDOM
というWTCローカル・アクセス・ポイントと、TDOM
というTDomainセッションを構成します。このTDomainセッションは、DOM1
というリモート・アクセス・ポイントも定義します。この場合、TDomainセッションは、WDOM
とTDOM
の間のセッションです。ローカル・アクセス・ポイントはまず、エンド・ポイント「//pluto:4100」
をリスニングしようとします。リスニング・エンド・ポイントの作成に失敗した場合、セッションは「//saturn:4101」
にリスニング・エンド・ポイントを作成しようとします。pluto
からsaturn
にWTCが移行した場合、リモート・アクセス・ポイントDOM1
は「//saturn:4101」
を使用してWDOM
にアクセスできます。
リモート・アクセス・ポイントDOM1
がホストmercuryからホストmarsに移行した場合、WDOM
は「//mars:4001」
のDOM1
にアクセスできます。
リストに指定されたネットワーク・アドレスの順序によって、優先順位が決まります。WDOM
では、「//pluto:4100」
がリスニング・エンド・ポイントを作成する最初の候補であり、「//saturn:4101」
が2番目の候補です。リモート・アクセス・ポイントDOM1
では、「//mercury:4001」
がWDOM
とDOM1
の間の接続を作成する最初の候補であり、「//mars:4001」
が2番目の候補です。
例3-1 リンク・レベルのフェイルオーバーの構成
MBSTRINGバッファをサポートするようにWTCを構成するには、WTCResources
定義のRemoteMBEncoding
属性に、使用するエンコーディングを指定する必要があります。この属性は省略可能であり、指定されていない場合や無効な場合は、Javaのデフォルト・エンコーディングが使用されます。
TypedMBString
は、Unicodeと外部エンコーディングの間の変換に変換関数java.lang.String
クラスを使用します。TypedMBString
はマップ・ファイルを使用してJavaとGNUのiconv間のエンコーディング名をマップします(これは、MBSTRINGのC言語APIによって使用されます)。マップ・ファイルは、デフォルトでは$WL_HOME
/server/lib
ディレクトリにあるmbencmap
というテキスト・ベースのファイルです。このマップ・ファイルでは、各「user_name java_name」
のペアを含むハッシュ・マップが作成されます。このマップ・ファイルはカスタマイズできます。
エンコーディング・マップ・ファイルには、次の構文に従う1つまたは複数の行が含まれます。
1行に複数のjava_name
を指定することにより、複数のJavaエンコーディング名が1つのuser_name
にマップされます。user_name
は常に、その行の最初のjava_name
にマップされます。
注意: Tuxedo 6.5ユーザーは、Interoperate パラメータをYesに設定します。 |
ドメイン・ゲートウェイは、リモート・アクセス・ポイントから要求された受信時接続、およびローカル・アクセス・ポイントから要求された送信時接続を認証するように設定できます。アプリケーション管理者は、リモート・アクセス・ポイントからの受信時接続のセキュリティを強化する必要のある場合を定義できます。WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイント構成の「セキュリティ」タブでSecurity
属性を設定すると、特定のローカル・アクセス・ポイントで使用するセキュリティのレベルを指定できます。パスワード・セキュリティには次のような3つのレベルがあります。
なし
- リモート・アクセス・ポイントからの受信時接続は認証されません。 アプリケーション・パスワード
- WTCサービスのリソース構成に定義されているアプリケーション・パスワードを使用して、リモート・アクセス・ポイントからの受信時接続が認証されます。暗号化されたアプリケーション・パスワードを作成するには、weblogic.wtc.gwt.genpasswd
ユーティリティを使用します。 ドメイン・パスワード
- 2つ以上のアクセス・ポイント間のセキュリティが強化されます。ローカルおよびリモートのアクセス・ポイント間の接続は、WTCサービスのパスワード構成に定義されているパスワードのペアを使用して、認証されます。暗号化されたローカルおよびリモートのドメイン・パスワードを作成するには、weblogic.wtc.gwt.genpasswd
ユーティリティを使用します。 WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブのSecurity
属性は、Tuxedoドメイン構成ファイルの*DM_LOCAL_DOMAINSセクションのSECURITY
属性と一致していなければなりません。
SECURITY=DM_PW
の/Domainアーキテクチャでは、接続プリンシパルごとにパスワードが必要になります。2つのTDomainゲートウェイ間の各TDomainセッションには、関連付けられている独自の2つの接続プリンシパルがあります。それらはデフォルトではドメインIDで表されます。DM_PW
を使用するデフォルトのセッション認証では、接続の両サイドで両方の接続プリンシパルに対して2つの秘密を構成することが必要になります。これにより、両サイドが相互に認証できます。次の例では、WTCおよびTuxedo両方の構成を示します。
WDOM1
を持つローカル・アクセス・ポイントWDOM1
TDOM1
を持つリモート・アクセス・ポイントTDOM1
DM_PW
TDOM1
を持つ独自のローカル・アクセス・ポイントTDOM1
WDOM1
を持つリモート・アクセス・ポイントWDOM1
DM_PW
WTCで、TDOMAINセッション(WDOM1, TDOM1
)に対するパスワードのペアを構成する必要があります。たとえば、TDOMAINセッション(WDOM1, TDOM1
)に対するパスワードのペアは(pWDOM1, pTDOM1
)のように表されます。Tuxedo TDOMAINで、TDOMAINセッション(TDOM1, WDOM1
)に対するパスワードのペアを構成する必要があります。この場合、パスワードのペアは(pTDOM1, pWDOM1
)となります。
PasswordKey
の割当て方法については、「Oracle WebLogic Tuxedo Connectorプロパティの設定方法」を参照してください。
このリリースのWebLogic Serverでは、必要に応じて、パスワードを256ビットのAESで暗号化できます。暗号化は、weblogic.wtc.gwt.genpasswd
ユーティリティの-Daes
フラグを設定して行います(「暗号化されたパスワードの生成」を参照)。これは、TuxedoのGWTDOMAINプロセスでGWT_SNP_MINCRYPT
環境変数をAES
に設定するのと同じことです。
注意: Tuxedo 10におけるGWTDOMAINのAESサポートでは、tpusr ファイルのパスワードは引続き元の暗号化方式で暗号化されます。tpusr ファイルは通常、Tuxedoのネイティブ・ドメインで生成され、その後WTC (WLSドメインを経由)がアクセスできる場所にコピーされます。 |
暗号化されたパスワードの生成方法は以下のとおりです。
weblogic.wtc.gwt.genpasswd
を使用して、ローカル・パスワード、リモート・パスワード、およびアプリケーション・パスワードの属性の暗号パスワードを生成します。このユーティリティは、キーを使用してWTCサービスのパスワード構成またはリソース構成にコピーされるパスワードを暗号化します。 PasswordKey
属性を使用してキーを割り当てます。 ここで、mykey
はキー値です。
PasswordKey
属性は、1つのキー値にのみ割り当てられます。このキー値は、指定されたWebLogic Serverで使用するため、生成されるすべてのOracle WebLogic Tuxedo Connector (ローカル、リモート、アプリケーション)パスワードに対して使用されます。 引数なしでユーティリティを呼び出し、コマンド・ライン・オプションを表示します。
例:
キー値、暗号化するパスワード、およびパスワード・タイプを指定してこのユーティリティを呼び出します。256ビットのAESでエンコードされたパスワードおよびパスワードIVを生成するには、-Daes
フラグを含めます。
例:
このユーティリティは、エンコードされたパスワードとパスワードIVを返します。返された結果を切り取り、WTCサービスのパスワード構成の適切なフィールドに貼り付けます。
説明:
my_password
で表された文字列を切り取り、Passwordフィールドに貼り付けます。 my_passwordIV
で表された文字列を切り取り、PasswordIVフィールドに貼り付けます。 この節では、各パスワード要素タイプの例を紹介します。
次の例では、ローカル・アクセス・ポイントのパスワードとして「LocalPassword1」
を暗号化するためにkey1
を使用します。
使用するパスワード属性は、次のとおりです。
次の例では、ローカル・アクセス・ポイントのパスワードとして「LocalPassword1」
をエンコードするためにAES暗号化を使用します。
使用するパスワード属性は、次のとおりです。
次の例では、リモート・アクセス・ポイントのパスワードとして「RemotePassword1」
を暗号化するためにmykey
を使用します。
使用するパスワード属性は、次のとおりです。
次の例では、アプリケーション・パスワードとして「test123」
を暗号化するためにmykey
を使用します。
使用するリソース属性は、次のとおりです。
アクセス制御リスト(ACL)は、サービスを実行できるリモートTuxedoアクセス・ポイントを制限することによって、ローカル・アクセス・ポイントの内部にあるローカル・サービスへのアクセスを制限します。リモートTuxedoアクセス・ポイントからの着信ポリシーは、AclPolicy
属性を使用して指定します。リモートTuxedoドメインへの発信ポリシーは、CredentialPolicy
属性を使用して指定します。これによって、WebLogic ServerとTuxedoアプリケーションは同じセットのユーザーを共有でき、ユーザーはあるシステムから別のシステムへユーザーの資格証明を伝播できます。
AclPolicy
およびCredentialPolicy
の有効な値は次のとおりです。
LOCAL
GLOBAL
Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorのACLポリシーがLocal
に設定されている場合、ローカル・サービスへのアクセスは、リモート・ユーザー資格証明には依存しません。Tuxedoリモート・アクセス・ポイントIDは、ローカルなWebLogic Serverユーザーとして認証されます。Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorでDOMAINID
がローカル・ユーザーとして認証されるようにするには、WebLogic Serverコンソールを使用して、以下の手順を実行します。
「ユーザー」表が表示されます。「ユーザー」表には、認証プロバイダで定義されているすべてのユーザーの名前が表示されます。
DOMAINID
を追加します。 Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorのACLポリシーがGLOBAL
になっている場合、ローカル・サービスへのアクセスは、リモート・ユーザー資格証明によって異なります。
CredentialPolicy
がGLOBAL
に設定された状態でリモート・ドメインが実行されている場合、リクエストにはリモート・ユーザーの資格証明があります。そのため、ローカル・サービスにアクセスできるかどうかは、この資格証明によって異なります。
WTCのCredentialPolicy
がGLOBAL
に設定されていると、WLSユーザーの資格証明はWTCからリモートTuxedoドメインに伝播されます。リモートTuxedoドメインでACL_POLICY
がGLOBAL
に設定されている場合、リモートTuxedoドメインではWLSユーザーの資格証明が受け付けられ、Tuxedoサービスへのアクセスにはその資格証明が使用されます。リモートTuxedoドメインでACL_POLICY
がLOCAL
に設定されている場合、リモートTuxedoドメインでは受信したWLSユーザーの資格証明は破棄され、TuxedoサービスへのアクセスにはWTC DOMAINID
が使用されます。
以下の節では、Tuxedoにセキュリティ情報を提供するようにWebLogic Tuxedoを構成する方法について説明します。
TpUsrFileプラグインでは、シングル・ポイント・セキュリティ管理またはカスタム・セキュリティ認証を必要としないユーザー向けに、従来のTuxedo TpUsrFile機能が提供されます。TuxedoアプリケーションとWebLogic Serverアプリケーションの間でTpUsrFileプラグインのAppKeyジェネレータを使用してセキュリティを提供するようにOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成するには、次の手順に従います。
WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブのsecurity
属性を、Tuxedoドメイン構成ファイルの*DM_LOCAL_DOMAINSセクションのSECURITYパラメータと一致するように設定します。
WTCサービスのリモートTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブを、着信および発信のアクセス制御リスト(ACL)ポリシーを確立するように構成します。
WebLogic Server環境を準備するには、次の手順を実行します。
GLOBAL
に設定します。 GLOBAL
に設定します。 TpUsrFile
」を選択します。 WebLogic Server環境にTuxedo tpusr
ファイルのコピーが必要です。TUXEDOからWebLogic Serverアプリケーション環境にtpusr
ファイルをコピーするか、独自のtpusr
ファイルを生成します。Tuxedo tpusrファイル作成方法の詳細は、「ユーザー・レベルの認証によるセキュリティを有効にする方法」を参照してください。
TpUsrFileの場所は、リモートTuxedoアクセス・ポイント構成またはリソース構成から指定できます。TpUsrFile属性の値の割当ては、リモートTuxedoアクセス・ポイントのすべての構成で個別に行うよりも、WTCサービス・レベルでグローバルに行う方が簡単です。TpUsrFile属性の構成に最も適した場所を決定するには、次のガイドラインに従ってください。
LDAPプラグインではシングル・ポイント・セキュリティ管理が提供され、WebLogic Server組込みLDAPサーバーでのユーザー・セキュリティ情報の管理、およびWebLogic Serverコンソールを使用した単一システムからのセキュリティ情報の管理が可能になります。Tuxedo 8.1以降が必要です。TuxedoアプリケーションとWebLogic Serverアプリケーションの間でLDAPプラグインのAppKeyジェネレータを使用してセキュリティを提供するようにOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成するには、次の手順に従います:
シングル・ポイント・セキュリティ管理の実装方法の詳細は、「シングル・ポイント・セキュリティ管理の実装」を参照してください。WebLogicセキュリティについては、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverセキュリティの理解』を参照してください。
WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブのsecurity
属性を、Tuxedoドメイン構成ファイルの*DM_LOCAL_DOMAINSセクションのSECURITYパラメータと一致するように設定します。
WTCサービスのリモートTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブを、着信および発信のアクセス制御リスト(ACL)ポリシーを確立するように構成します。
WebLogic Server環境を準備するには、次の手順を実行します。
GLOBAL
に設定します。 GLOBAL
に設定します。 LDAP
」を選択します。 カスタム・プラグインを使用すると、カスタマイズされたセキュリティ認証を作成できます。TuxedoアプリケーションとWebLogic Serverアプリケーションの間でカスタム・プラグインのAppKeyジェネレータを使用してセキュリティを提供するようにOracle WebLogic Tuxedo Connectorを構成するには、次の手順に従います:
カスタム・プラグインの作成方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connectorプログラマーズ・ガイド 』の「カスタムAppKeyプラグインの作成方法」を参照してください。
WTCサービスのローカルTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブのsecurity
属性を、Tuxedoドメイン構成ファイルの*DM_LOCAL_DOMAINSセクションのSECURITYパラメータと一致するように設定します。
WTCサービスのリモートTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブを、着信および発信のアクセス制御リスト(ACL)ポリシーを確立するように構成します。
WebLogic Server環境を準備するには、次の手順を実行します。
GLOBAL
に設定します。 GLOBAL
に設定します。 Custom
」を選択します。 リモートTuxedoアクセス・ポイントの「セキュリティ」タブの「匿名を許可」属性では、匿名ユーザーによるTuxedoへのアクセスを許可するかどうかを指定します。匿名ユーザーによるTuxedoへのアクセスを許可する場合、TpUsrFileとLDAPのAppKeyプラグインには「デフォルトAppKey」属性の値が使用されます。TpUsrFileプラグインとLDAPプラグインでは、「匿名を許可」属性が有効な場合以外は、ユーザー・データベースに定義されていないユーザーによるTuxedoへのアクセスが許可されません。カスタムAppKeyプラグインとの対話は、カスタムAppKeyジェネレータの設計に応じて異なります。
「デフォルトAppKey」のデフォルト値は -1です。この値を使用する場合は、このキー値に割り当てられているユーザーがTuxedo環境に存在することを確認する必要があります。「デフォルトAppKey」の値を0にしないでください。一部のシステムでは、0はユーザーをルートに指定します。
ATMIサービスとCORBAサービスによる匿名ユーザーの認証方法の違いを理解しておく必要があります。ATMIサービスは、メッセージと共に送信される「デフォルトAppKey」の値を使用します。CORBAサービスは、デフォルトのWebLogic Server匿名ユーザー名である「anonymous」を使用して、Tuxedo tpusrファイルに定義されているユーザーの資格証明を識別します。CORBAを使用する場合に、認証されたユーザーになるには次のいずれかの方法を使用して匿名ユーザーを構成する必要があります。
データの機密性を守るために暗号化を使用できます。これによって、ネットワーク・ベースの傍受者は、あるドメイン・ゲートウェイから別のドメイン・ゲートウェイに送信されるメッセージやアプリケーション生成メッセージの内容を知ることができなくなります。このセキュリティ・メカニズムを構成するには、WTCサービスのリモートTuxedoアクセス・ポイント構成の「セキュリティ」タブでMINENCRYPTBITS
属性およびMAXENCRYPTBITS
属性を設定します。
このリリースのWebLogic Serverでは、信頼性のある認証局や秘密鍵の利用など、ドメイン間通信のセキュリティを実現するセキュア・ソケット・レベル(SSL)の暗号化がサポートされています。このセキュリティ・メカニズムを構成するには、WTCサービスのリモートTuxedoアクセス・ポイント構成およびローカルTuxedoアクセス・ポイント構成で、「セキュリティ」タブのMINENCRYPTBITS
属性およびMAXENCRYPTBITS
属性を設定し、またSSL構成およびKeyStore構成の属性を設定します。Oracle WebLogic Server管理コンソール・ヘルプの次のトピックを参照してください。
GWTDOMAIN
のSSL再ネゴシエーションは無効になっています。 この章では、WebLogic ServerアプリケーションとTuxedo環境の間の接続とサービスの管理方法について説明します。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、Tuxedoアクセス・ポイント間の通信に必要な相互運用属性に類似した属性を使用します。
この章の内容は以下のとおりです。
管理コンソールまたはWLSTスクリプト言語を使用して、個々の接続を動的に表示、開始、および停止できます。提供されているツールを使用してWTCサーバー接続を開始および停止する方法については、以下の節を参照してください。
管理コンソールを使用して、Oracle WebLogic Tuxedo Connector接続を開始および停止できます。WTCサーバー接続を開始および停止する方法については、管理コンソール・オンライン・ヘルプを参照してください。
listConnectionsConfigured()
属性を使用して構成された接続を表示したり、startConnection()
属性を使用して個々の接続を開始したり、stopConnection()
属性を使用して個々の接続を停止したりできます。個々の接続を動的に管理する方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Scripting Tool』を参照してください。
WebLogic Scripting Tool (WLST)でlistConnectionsConfigured()
属性を使用して、ドメインの接続を動的に表示できます。cmo.listConnectionsConfigured()
を実行すると、DSessConnInfo
構造の配列への参照が返されます。これは、次のようにローカルのWLST変数に格納するのが便利です。
各DSessConnInfo
インスタンスには、ローカル・アクセス・ポイントID、リモート・アクセス・ポイントID、およびステータス(ブール型、true = 接続、false = 非接続)があります。例:
WebLogic Scripting Tool (WLST)でstartConnection()
属性を使用して、アクセス・ポイントの個々の接続を動的に開始できます。
1つのローカル・アクセス・ポイントと1つのリモート・アクセス・ポイントの間の接続を開始するには、引数に両方のアクセス・ポイントIDを指定します。例:
1つのローカル・アクセス・ポイントとすべての関連するリモート・アクセス・ポイントの間の接続を開始するには、引数にローカル・アクセス・ポイントIDを指定します。例:
WebLogic Scripting Tool (WLST)でstopConnection()
属性を使用して、アクセス・ポイントの個々の接続を動的に停止できます。
1つのローカル・アクセス・ポイントと1つのリモート・アクセス・ポイントの間の接続を停止するには、引数に両方のアクセス・ポイントIDを指定します。例:
所定のローカル・アクセス・ポイントに関連するすべての接続を停止するには、引数にローカル・アクセス・ポイントIDを指定します。例:
次のコード・リストは、WLSTを使用して接続を動的に表示、開始、および停止する例です。
例4-1 接続の動的な表示、開始、および停止
WebLogic Scripting Tool (WLST)を使用して、構成属性を動的に変更できます。
次のコード・リストは、setInteroperate()
属性を変更する例です。
例4-2 構成属性の変更
WebLogic Server管理コンソールまたはWLSTを使用して、特定のWTCサーバー上のサービスを中断および再開できます。WTCサーバー上でインポートされたサービスが中断されると、WTCサーバーに送信された、そのサービスに対するすべてのJATMIクライアント・リクエストは、TPException.TPENOENTを送出して即座に返されます。明示的に再開されるまで、そのサービスは使用可能になりません。
中断されているエクスポートされたサービスに割り当てられた、TuxedoクライアントからWTCへのサービス・リクエストの場合、そのサービス・リクエストは実際のサービスを呼び出すことなくTPENOENTを出して返されます。すでに受信されたサービス・リクエストや処理中のサービス・リクエストは引続き処理され、中断操作の影響を受けません。
WTCサービスを動的に中断および再開する方法については、「WTCサービスの動的な中断と再開」を参照してください。
提供されているツールを使用してWTCサービスを中断および再開する方法については、以下の節を参照してください。
管理コンソールを使用して、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorサービスを中断および再開できます。WTCサービスを中断および再開する方法については、管理コンソール・オンライン・ヘルプを参照してください。
WLSTでWTCRuntimeMBeanを介して、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorサービスを中断および再開できます。サービスのステータスをチェックすることもできます。
サービスのステータスを判別するには、引数にSvcName
、LDOM
、またはRDomList
を指定します。例:
この場合、対象となるWTCサーバーのSvcName
という名前を持つすべてのインポートされたサービスおよびエクスポートされたサービスのステータスが返されます。'SvcName'
という同じリソース名を持つインポートされたサービスまたはエクスポートされたサービスが複数ある場合、そのうち少なくとも1つのサービスが使用可能であれば、ステータスはAVAILABLE
が返されます。'SvcName'
という同じリソース名を持つインポートされたサービスまたはエクスポートされたサービスが複数あり、中断されているサービスと使用不能なサービスが混在している場合、ステータスはSUSPENDED
が返されます。すべてのサービスが使用不能の場合、ステータスはUNAVAILABLE
が返されます。一致するサービスが見つからない場合は、TPException.TPENOENT
が送出されます。
返されるステータスの有効な値を表4-1に示します。
WTCサーバーによって公開されているインポートされたサービスまたはエクスポートされたサービスを中断できます。管理者によって中断されているサービスは、WTCサーバーが再デプロイされるか、WLSサーバーが再起動されるか、またはサービスが管理者によって再開されるときにのみ使用可能になります。
使用可能なサービスを中断するには、引数にSvcName
、LDOM
、またはRDomList
を指定します。例:
この場合、指定された名前を持つすべてのインポートされたサービスまたはエクスポートされたサービスが中断されます。isImported
がtrueの場合はインポートされたサービスのみが中断され、falseの場合はエクスポートされたサービスのみが中断されます。一致するサービスが見つからない場合は、TPException.TPENOENT
が送出されます。
WTCサーバーによって公開されている、ステータスがSUSPENDEDのインポートされたサービスまたはエクスポートされたサービスを再開できます。管理者によって中断されているサービスは、WTCサーバーが再デプロイされるか、WLSサーバーが再起動されるか、またはサービスが管理者によって再開されるときにのみ使用可能になります。
中断されているサービスを再開するには、引数にSvcName
、LDOM
、またはRDomList
を指定します。例:
この場合、対象となるWTCサーバーのSvcName
という名前を持つすべてのインポートされたサービスおよびエクスポートされたサービスが再開されます。一致するサービスが見つからない場合は、TPException.TPENOENT
が送出されます。
WebLogic Server管理コンソールまたはWLSTを使用して、特定のWTCサーバー上のサービスを中断および再開できます。WTCサーバー上でインポートされたサービスが中断されると、WTCサーバーに送信された、そのサービスに対するすべてのJATMIクライアント・リクエストは、TPException.TPENOENTを送出して即座に返されます。明示的に再開されるまで、そのサービスは使用可能になりません。
動的なステータスはインポートされたサービスのみに適用されます。使用可能な、またはその可能性のあるTDomainセッションが少なくとも1つあれば、インポートされたサービスはAVAILABLEになります。使用可能なTDomainセッションがない場合にのみ、SUSPENDEDになります。WTCRemoteTuxDom
の接続ポリシー解決がON_DEMAND
の場合、TDomainセッションは存在しなくても常に使用可能です。WTCRemoteTuxDom
の接続ポリシー解決がINCOMING_ONLY
またはON_STARTUP
の場合、TDomainセッションは、接続が確立され、そのTDomainセッションが存在するときのみ使用可能になります。
次のコード・リストは、WLSTを使用して接続を動的に表示、開始、および停止する例です。
例4-3 サービスの動的な中断および再開
この章では、Tuxedo CORBAクライアントおよびサービスをサポートするOracle WebLogic Tuxedo Connectorの管理および構成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
CORBAアプリケーションの詳細は、「CORBAのトピック」を参照してください。
この節では、WebLogic Server EJBからTuxedo CORBAサーバーへの呼出しをサポートするWTCサービスの構成方法について説明します。以下の手順に従って、WTCサービスを構成します。
リソース名
を「//domain_id」
に設定します。「domain_id」
は、オブジェクトがデプロイされるリモートTuxedoドメインのTuxedo UBBCONFIG
ファイルで指定されているDOMAINID
です。このCORBAドメインのユニークな識別子の最大長は、//
を含めて15文字です。 ローカル・アクセス・ポイント
を、リモートTuxedoアクセス・ポイントの「ローカル・アクセス・ポイント
」属性の値に設定します。 リモート・アクセス・ポイント・リスト
を、リモートTuxedoアクセス・ポイントの「アクセス・ポイントID
」属性の値に設定します。 WebLogic Server EJBを使用してTuxedo CORBAサービスを呼び出すクライアント・アプリケーションを開発する方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connectorプログラマーズ・ガイド』を参照してください。
WTCサービスの構成方法の詳細は、「アプリケーション用のOracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成」を参照してください。
次のWTCサービス(config.xml
ファイルのWTCServer
MBeanで表現)には、TUXEDO CORBAサーバー用のインポートされたサービス構成を構成する方法の例が適用されています。
例5-1 CORBAサーバー・アプリケーションのサンプルWTCServer MBean
以下のサンプルTuxedo UBB構成ファイルには、simpappというDOMAINID
名が定義されています。DOMAINID
名は、WTCサービスのインポートされたサービス構成のリソース名
属性で使用されます。
例5-2 CORBAサーバー・アプリケーションのサンプルTuxedo UBBファイル
この節では、アプリケーション環境の管理方法およびTuxedo CORBAオブジェクトがRMI-IIOP APIを使用してWebLogic ServerにデプロイしたEJBを呼び出すことを可能にするWTCサービスの構成方法について説明します。
使用する環境に合わせて、ローカルTuxedoアクセス・ポイントおよびリモートTuxedoアクセス・ポイントを構成します。RMI-IIOP APIを使用して、Tuxedo CORBAオブジェクトがWebLogic ServerにデプロイしたEJBを呼び出すことを可能にするための特別な管理手順は必要ありません。
WTCサービスの構成方法の詳細は、「アプリケーション用のOracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成」を参照してください。
Tuxedoアプリケーション環境を構成する場合は、さらに次の手順を実行する必要があります。
ここで、your_bind_name
は、使用するTuxedoアプリケーションから得たCosNamingサービス・オブジェクト名です。
ior.txt
ファイルには、WebLogic Serverのドメイン・ネーミング・サービスのURLが含まれています。例:
ここで、myServer
はサーバー名です。
*DM_REMOTE_SERVICES
を変更します。以前はDOMAINID
であったWebLogic Serverサービス名を、使用しているWebLogic Serverの名前で置き換えます。 ここで、myServer
は、WTCサービスを実行しているサーバー名です。
dmloadcf
を使用して、修正したドメイン構成ファイルをロードします。 Tuxedoアプリケーション環境の構成方法の詳細は、「管理」を参照してください。
この節では、オブジェクト参照として使用するサーバー名を作成する際に、覚えておく必要のあるガイドラインを示します。
*DM_REMOTE_SERVICES
セクション内で、Tuxedoが受け入れる最大フィールド長は、//を含めて15文字。たとえば、サーバー名がexamplesServer
の場合、*DM_REMOTE_SERVICES
オブジェクト参照は//examplesServe
となります。 ior.txt
ファイルにあるサーバー名の完全な名前が13文字を超えている場合には、それを使用できます。例: corbaloc:tgiop:examplesServer/NameService
この節では、RMI-IIOP APIを使用してWebLogic Server EJBがTuxedo CORBAオブジェクトを呼び出すことを可能にする方法について説明します。以下の手順に従って、WTCサービスを変更します。
フェデレーションURL
およびフェデレーション名
という2つの要素を追加する必要があります。 URL
」に、JNDIに結合する外部ネーム・サービスのURLを設定します。これは、EJBがリモートTuxedo CORBAオブジェクトへのアクセスに使用する初期コンテキストを取得するために使用するURLと同じでなければなりません。
」に、結合ポイントの識別名を設定します。 リソース名
」を「//domain_id」
に設定します。「domain_id」
は、オブジェクトがデプロイされるリモートTuxedoドメインのTuxedo UBBCONFIG
ファイルで指定されているDOMAINID
です。このCORBAドメインのユニークな識別子の最大長は、//
を含めて15文字です。
」を、リモートTuxedoアクセス・ポイントの「ローカル・アクセス・ポイント
」属性の値に設定します。
」を、リモートTuxedoアクセス・ポイントの「アクセス・ポイントID
」属性の値に設定します。 RMI-IIOPを使用してTuxedoサービスを呼び出すアプリケーションを、WebLogic Server EJBを使用して開発する方法については、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server WebLogic Tuxedo Connectorプログラマーズ・ガイド』を参照してください。
WTCサービスの構成方法の詳細は、「アプリケーション用のOracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成」を参照してください。
config.xml
ファイルにある次のWTCServer
MBeanには、送信RMI-IIOP用に構成されているWTCサービスの例が提供されています。
例5-3 送信RMI-IIOPのサンプルWTCServer MBean
<access-point-id>TDOM1</access-point-id>
<federation-name>tuxedo.corba.remote</federation-name>
<federation-url>corbaloc:tgiop:simpapp/NameService</federation-url>
<local-access-point>TDOM2</local-access-point>
<nw-addr>//123.123.123.123:1234</nw-addr>
<name>myRTuxDom</name>
</wtc-remote-tux-dom>
<wtc-import>
<local-access-point>TDOM2</local-access-point>
<name>myImportedResources</name>
<remote-access-point-list>TDOM1</remote-access-point-list>
<remote-name>//simpapp</remote-name>
この章では、クラスタ環境で使用するOracle WebLogic Tuxedo Connectorの管理および構成方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic Serverクラスタの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』を参照してください。
クラスタ環境でOracle WebLogic Tuxedo Connectorをデプロイする際は、以下のガイドラインに従ってください。
クラスタリングされたWebLogic Server (WLS)環境でのWTCサーバーの構成は、クラスタリングされていないWLS環境でのWTCサーバーの構成とまったく同じです。JATMIベースのEJBをデプロイする予定の、クラスタ内の各ノードに対してWTCサーバーを構成します。その後、各WTCサーバーを目的のWebLogic Serverに割り当てます。WTCサーバーは、WebLogic Serverノードごとに1つしか割り当てられません。
WebLogic Serverからの送信リクエストのロード・バランシングとフェイルオーバーは、WebLogic Server EJBおよびMDBによって異なります。
WebLogic Serverクラスタの詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Serverクラスタの使用』の「クラスタでの通信」を参照してください。Oracle WebLogic Tuxedo Connectorは、ドメイン・レベルのフェイルオーバーおよびフェイルバック機能も提供します。詳細は、「フェイルオーバーとフェイルバックの構成」を参照してください。
以下の構成は、クラスタ環境にあるOracle WebLogic Tuxedo Connectorの例です。このクラスタは、1つの管理サーバー(wtcAServer
)と、3つの管理対象サーバー(wtcMServer1
、wtcMServer2
、wtcMServer3
)から構成されています。管理対象サーバーにはそれぞれ、構成済みのWTCサービスがあり、インポートされたサービスとして同じサービス(TOUPPER)が含まれています。
例6-1 クラスタリングされたOracle WebLogic Tuxedo Connectorの構成例
Tuxedoからの着信リクエストのロード・バランシングとフェイルオーバーは、TuxedoドメインのDMCONFIG構成によって異なります。
TuxedoからクラスタリングされたWTCまでのロード・バランシングを行うTuxedo DMCONFIGの例を以下に示します。この構成では、WebLogic Serverクラスタ内に3つのノードがあります。各ノードには、正しく構成されたOracle WebLogic Tuxedo Connectorインスタンスが1つあり、エクスポートされたサービスを提供し、そのサービスからTuxedoクライアントへのアクセスが可能です。
Tuxedo環境でのロード・バランシングの詳細は、「ロード・バランシング」を参照してください。
以下に、Tuxedoフェイルオーバー機能で示したのと同様に、WebLogic Serverノード間のロード・バランシングを行う、より洗練された構成を使用するTuxedo DMCONFIGの例を示します。ドメイン・レベルのフェイルオーバーおよびフェイルバックを有効にするには、接続ポリシー
をOn Startup
またはIncoming Only
に設定してTuxedoドメインを構成する必要があります。
Tuxedoドメインでのフェイルオーバーの詳細は、「Domainsのフェイルオーバーとフェイルバックの指定」を参照してください。
この章では、Tuxedoキュー・ブリッジの機能と構成について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
Tuxedoキュー・ブリッジはOracle WebLogic Tuxedo Connectorの一部であり、Tuxedoアプリケーション環境と通信するWebLogic Serverアプリケーションのために双方向JMSインタフェースを提供します。環境間でのメッセージングの転送は、クライアント・アプリケーションのかわりにサービスを呼び出すのに使用するテキスト、Byte、またはXMLデータ・ストリームを含むJMSベースのメッセージで構成されます。
Tuxedoキュー・ブリッジの機能は以下のように決定されます。
この節では、JMSのメッセージがTuxedoキュー・ブリッジを介してTuxedoキューおよびサービスに渡されるまでの流れを説明します。
注意: メッセージは、確認応答されるまでJMSキューに保持されます。 |
TranslateFML
属性の値に従って、XML/FML変換が実行されます。 wlsServerErrorDestination
キューに送られ、メッセージはJMSセッションで確認応答されます。 JmsQ2TuxQ
のリダイレクト・セットを利用し、JATMIのtpenqueue
を使用して、メッセージがTuxedoキューに送られます。 JmsQ2TuxS
のリダイレクト・セットを利用し、JATMIのtpcall
を使用して、メッセージがTuxedoサービスに送られます。 tpenqueue
またはtpcall
が成功した場合、戻り値がReplyQに置かれます。メッセージがJMSセッションで確認応答されます。 tpenqueue
またはtpcall
が失敗した場合、メッセージはTuxedoキュー・ブリッジによりwlsServerErrorDestination
キューに送られ、JMSセッションで確認応答されます。wlsServerErrorDestination
キューが構成されていない場合、メッセージは破棄され、Tuxedoキュー・ブリッジは応答確認されていない次のメッセージを処理します。
この節では、TuxQ2JmsQ
リダイレクトを利用して、TuxedoのメッセージがTuxedoキュー・ブリッジを介してJMSキューに渡されるまでの流れを説明します。
注意: Tuxedoキュー・ブリッジはトランザクションを使用して、Tuxedo /QからJMSキューへの転送中にメッセージが失われないようにします。 |
tpdequeue
を使用して、Tuxedoからメッセージを転送し、JMSキューに配置します。 tuxErrorDestination
キューに配置されます。 tuxErrorDestination
キューに配置できなかった場合は、エラー・ログが記録されて、メッセージは失われます。 tuxErrorDestination
キューが指定されていない場合、メッセージは失われます。 Tuxedoキュー・ブリッジには、次のような制限があります。
Tuxedoキュー・ブリッジの接続性は、「WTCサービス」の「Tuxedoキュー・ブリッジ」ページの「リダイレクト」タブにある属性の構成によって決定されます。これらの属性には、Tuxedoへの接続を確立するために必要な情報が含まれています。
完全なTuxedoキュー・ブリッジの構成には、次の条件が必要です。
通常、Tuxedoキュー・ブリッジは、完全なTuxedoキュー・ブリッジの構成が存在し、WTCをデプロイした後にアクティブ化します。Tuxedoキュー・ブリッジがアクティブになったら、WTCキュー・ブリッジを停止するまで構成に対して追加や変更はできません。
WTCがアクティブ化され、Tuxedoキュー・ブリッジが非アクティブ化されている場合、以下のような追加と変更が可能です。
WTCキュー・ブリッジの構成を変更したら、変更をアクティブ化する必要があります。
注意: Tuxedoキュー・ブリッジを動的に追加または変更できるのは、キュー・ブリッジがアクティブ化されていない場合のみです。WTCはアクティブ化されていてもかまいませんが、キュー・ブリッジは非アクティブ化されている必要があります。WTCキュー・ブリッジを停止するには、WTCサーバーを非アクティブ化する必要があります。 |
Tuxedoキュー・ブリッジは、アクティブ化の時点で完全なWTCキュー・ブリッジの構成が利用できる場合にのみ起動されます。
WTCキュー・ブリッジの構成が完全でない場合は、Tuxedoキュー・ブリッジのインスタンスは利用できません。
Tuxedoキュー・ブリッジは、JMSキューとTuxedo /QまたはJMSキューとTuxedoサービスのインスタンス間で、一方向のデータ接続を確立します。この接続は、WTCサービスのTuxedoキュー・ブリッジのリダイレクト構成で表され、識別されたポイント間に1対1の接続を提供します。3つのタイプの接続が構成できます。次に、各接続タイプについて説明します。
JmsQ2TuxQ
: JMSキューから読取りを行い、指定されたTuxedo /Qにメッセージを転送します。 TuxQ2JmsQ
: Tuxedo /Qから読取りを行い、JMSにメッセージを転送します。 JmsQ2TuxS
: JMSキューから読取りを行い、同時に指定されたTuxedoサービスを呼び出し、指定されたJMSキューに応答を返します。 注意: MapMessage、ObjectMessage、StreamMessageのJMSメッセージ・タイプは、Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは無効です。これらのメッセージ・タイプの1つがTuxedoキュー・ブリッジによって受信された場合は、サポートされていないタイプであることを示すログ・エントリが作成され、メッセージが破棄されます。 |
以下に、各接続タイプの構成の例を紹介します。
以下の節では、JMSキューから読取りを行い、Tuxedo /Qに送信する、config.xml
ファイルの構成の例を示します。
次に、JmsQ2TuxQ
構成の各コンポーネントを説明します。
Direction
接続タイプはJmsQ2TuxQ
です。 Source Name
は、読み取るJMSキューの名前がweblogic.jms.Jms2TuxQueue
であることを指定します。Tuxedoキュー・ブリッジは、CLIENT_ACKNOWLEDGE
セマンティクスを使用して、このキューにJMSクライアント・セッションを確立します。 Target Access Point
は、アクセス・ポイントの名前がTDOM2
であることを指定します。 Target Qspace
は、Qspaceの名前がQspace
であることを指定します。 Target Name
は、キューの名前がSTRING
であることを指定します。
ReplyQ
は、JMS応答キューの名前がRPLYQ
であることを指定します。このキューを使用すると、tpenqueue
はTMFORWARD
機能を提供します。 TranslateFML
がNO
になっていると、Tuxedoキュー・ブリッジがデータ変換を提供しないことを指定します。 表7-1に、JmsQ2TuxQメッセージ・マッピングの情報を示します。
以下に、Tuxedo /Qから読取りを行い、JMSキューに送信する、config.xml
ファイルの構成の例を示します。
次に、TuxQ2JmsQ
構成の各コンポーネントを説明します。
Direction
接続タイプはTuxQ2JmsQ
です。 Target Name
は、読み取るJMSキューの名前がweblogic.jms.Tux2JmsQueue
であることを指定します。 Source Access Point
は、アクセス・ポイントの名前がTDOM2
であることを指定します。
Source Qspace
は、Qspaceの名前がQspace
であることを指定します。
Source Name
は、キューの名前がSTRING
であることを指定します。 TranslateFML
がNOになっていると、Tuxedoキュー・ブリッジがデータ変換を提供しないことを指定します。 TranslateFML
がFlatになっていると、Tuxedoキュー・ブリッジがそのデータをFMLからXMLに変換することを指定します。 表7-2に、TuxQ2JmsQ
メッセージ・マッピングの情報を示します。
次に、JMSキューから読取りを行い、Tuxedoサービスを呼び出して、結果をJMSキューに返す、config.xml
ファイルの構成の例を示します。
次に、JmsQ2TuxS
構成の各コンポーネントを説明します。
Direction
接続タイプはJmsQ2TuxS
です。 Source Name
は、読み取るJMSキューの名前がweblogic.jms.Jms2TuxQueue
であることを指定します。 Target Access Point
は、アクセス・ポイントの名前がTDOM2
であることを指定します。
Target Name
は、キューの名前がTOUPPER
であることを指定します。
ReplyQ
は、JMS応答キューの名前がweblogic.jms.Tux2JmsQueue
であることを指定します。 TranslateFML
がFLAT
になっていると、JMSメッセージの受信時に、メッセージがXMLフォーマットで、対応するFML32データ・バッファに変換されることを指定します。メッセージは、引数TDOM2
およびTOUPPER
とともにtpcall
に配置されます。
メッセージはFML32からXMLに変換され、weblogic.jms.Tux2JmsQueue
に配置されます。 表7-3に、JMSQ2TuxXメッセージ・マッピングの情報を示します。
表7-3 JMSQ2TuxXメッセージ・マッピング
JMSメッセージ・タイプ | Oracle WebLogic Tuxedo Connector JATMI (Tuxedo) | JMSメッセージ・タイプ |
---|---|---|
BytesMessage | TypedCArray | BytesMessage |
TextMessage (translateFML = NONE) | TypedString | TextMessage |
TextMessage (translateFML = FLAT) | TypedFML32 | TextMessage |
注意: Tuxedoからの応答が戻され、translateFML パラメータに効果がないシナリオが存在する場合があります。変換が自動的に発生する場合があります。 |
XML/FML変換の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Server Tuxedo Connectorプログラマーズ・ガイド』の「WebLogic Tuxedo ConnectorでのFMLの使用」を参照してください。
Oracle WebLogic Tuxedo Connectorでは、複数のTuxedoキュー・ブリッジ・リダイレクト・インスタンスがサポートされています。リダイレクト・インスタンスを複数使用すると、多くの環境下でアプリケーションのスケーラビリティおよびパフォーマンスが著しく向上します。ただし、その場合メッセージが処理される順序がランダムになります。優先度のマッピングをしても順序は保証されませんが、割り当てられた重要度に従ってメッセージに対応するメカニズムが提供されます。配信の順序を確実にしたい場合は、Tuxedoキュー・ブリッジ・リダイレクト・インスタンスを1つだけ使用してください。
JMSおよびTuxedo間で優先度をマップするには、優先度マッピングを使用します。
この節では、TuxedoおよびJMSサブシステム間で優先度をマップするメカニズムについて説明します。2つのマッピング方向があります。
JmstoTux
TuxtoJms
次のvalue
:range
の組合せで示すように、すべての値にデフォルトが提供されています。
value
は入力優先度を指定します。 range
は結果出力優先度のシーケンシャル・グループを指定します。 この構成では、優先度7のJMSメッセージがTuxedo /Qの優先度78に割り当てられます。優先度47のTuxedo /Qは、優先度4のJMSに割り当てられます。
Tuxedoキュー・ブリッジがTuxedoキューまたはJMSキューからメッセージを受信したときに問題を検出した場合、再試行間隔の後に次の処理が行われます。
認識できないJMSメッセージを受信した場合、適切なエラー・メッセージがログされ、そのメッセージは破棄されます。これは構成エラーと解釈され、Tuxedoキュー・ブリッジはメッセージをエラー・キューにリダイレクトしません。
Tuxedoキュー・ブリッジのエラー・キューには、次のような制限があります。
Tuxedoエラー宛先は一度だけ指定できます。ErrorDestination
に関連するエラー・キュー名は、すべてのQSPACEが使用可能な同じエラー・キュー名を持っていることを示します。 この章では、Oracle WebLogic Tuxedo Connector Tuxedoキュー・ブリッジが、Tuxedoアプリケーションをビジネス・ワークフローに統合するために必要なインフラストラクチャをWebLogic Integrationユーザーに提供する方法について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
アプリケーションの統合方法の詳細は、BEA WebLogic統合を参照してください。
WebLogic Integrationは、JATMI EJBを使用してTuxedoに対してブロッキング呼出しを実行します。このプロセスは、次の3つの部分で構成されます。
使用するJATMIメソッドのWebLogic Integrationビジネス操作を定義します。
tpcall()
メソッドを使用します。 例: out_buffer = tpcall (service_name, in_buffer, flags)
WebLogic Integrationは、Tuxedoサービスを同期的に呼び出すためにメッセージを送信します。
WebLogic Integrationは、確認された非同期メッセージをTuxedo /Qに送信します。
Tuxedo /Qは、確認された非同期メッセージをWebLogic Integrationに送信します。
Tuxedoは、WebLogic Integrationプロセス・フローのブロッキング呼出しを実行します。JMSからTuxedo /Qへ、およびTuxedo /QからJMSへ接続するには、2つの非同期インスタンスを使用します。
この章では、WebLogic Tuxedo Connectorのトラブルシューティング情報について説明します。
この章の内容は以下のとおりです。
WebLogic Tuxedo Connectorは、WebLogic Serverログ・ファイルを使用してログ情報を記録します。ログ情報を記録するには、次のことを行ってください。
TraceLevel
がサポートされなくなったため、システム・デバッグを使用してください。デフォルトではすべてのデバッグ・トレースは無効になっています。デバッグの設定方法については、「システム・レベルのデバッグ設定」を参照してください。
WebLogic Serverのプロパティ設定の詳細は、「Oracle WebLogic Tuxedo Connectorプロパティの設定方法」を参照してください。
ログ・ファイルにトレース情報を書き込む指定は、以下の手順で行います。
ユーザー・データのダンプを有効化するには、java.weblogic.Server
コマンドに次の行を追加します。
ダンプを有効化すると、接続の確立後にユーザー・データがダンプされます。他のデバッグ・プロパティが有効化されていない場合、通常のWTCエラー・メッセージと情報メッセージ以外では、このデータが唯一のダンプされるWTC情報になります。ダンプはWLSのサーバー・ログ・ファイルで使用できます。
ダンプのフォーマットは次のとおりです。
この節では、よくあるユーザーからの質問に対する解決策について説明します。
simpserv
サンプルを構築すると、次のようなエラーが表示されます。
このエラー・メッセージは、このリリースのWebLogic Tuxedo Connectorでは無視できます。EJBは、EJB jarファイルのEJB呼出しにすべてのインタフェースを要求します。しかし、WebLogic Tuxedo ConnectorのインタフェースのいくつかはCLASSPATHで実装されるため、コンパイラが例外を発生します。EJBをデプロイするとき、コンパイラはクラスのいくつかがCLASSPATHで検出されるために再デプロイできないことを示します。
WebLogic Server 7.0より前のリリースでは、WebLogic Tuxedo Connectorのセッションの開始にWebLogic Serverの起動クラスを、またセッションの終了にWebLogic Serverの停止クラスを使用していました。WebLogic Server 8.1以降では、WTCサービスを使用してWebLogic Tuxedo Connectorセッションが管理されます。
Tuxedoキュー・ブリッジは、WTCサービスにTuxedoキュー・ブリッジおよびリダイレクトの構成が存在し、選択したサーバーにWTCサービスを割り当てる場合に開始されます。
WTCサービスをサーバーに割当てようとすると、コンソールに例外メッセージが表示されます。どうすればよいでしょうか。
構成済みの有効なWTCサービスがあることを確認します。WTCサービスをサーバーに割り当てるには、各WTCサービスに1つ以上のローカルTuxedoアクセス・ポイントが構成されている必要があります。サーバーのログに、次のように表示されます。
Oracle WebLogic Tuxedo ConnectorとTuxedo間で接続の確立中に問題が発生します。どうすればよいでしょうか。
TraceLevel
を設定し、デバッグ・モードを有効にします。接続テストを再度行い、WebLogic Tuxedo ConnectorとTuxedoログ・ファイルにエラー・メッセージがないかチェックします。 AclPolicy
属性とCredentialPolicy
属性をチェックします。AclPolicy
がLOCAL
なら、リモート・ドメインDOMAINID
をWebLogic Serverユーザーとして登録する必要があります。詳細は、「ユーザー認証」を参照してください。 PasswordKey
をWebLogic Serverプロパティとして設定する必要があります。詳細は、「Oracle WebLogic Tuxedo Connectorプロパティの設定方法」を参照してください。
たとえば、Tuxedo DMCONFIG *DM_LOCAL_DOMAINSセクションでsimpapp
という名前が構成されている場合、この名前はリモートTuxedoアクセス・ポイントのアクセス・ポイントID
属性内の名前と一致している必要があります。
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